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❶「タカハマ物語２ 心のツバサ」に登場するアイドル「人形小町」
のステージで会場が盛りあがりました。❷❸愛知県指定無形民俗
文化財 えんちょこ獅子・銭太鼓の演舞では、若き後継者が熱演！❹
めしどりも応援に！❺子ども防災リーダー養成講座の子どもたち
が東日本大震災の義援金を集めました。❻❼❽チャラポコ踊りの
名手の市長を先頭に、森前公園に出場者大集合！今年も各チーム
が手作り衣装に身をまとい、キレのあるダンスを披露しました。❾
10マルシェ会場も多くの人でにぎわいました。

歌、踊りに出店！鬼みちまつり大盛況！
10月17日に行われた第１４回鬼みちまつり

には、約1万7千人もの来場者がありました。大
家族全員集合とばかりに、鬼のみちには人があ
ふれ、どの出店も列がたえず、忙しそう。恒例の
チャラポコ踊りに、各種ステージと見どころ満
載！暑い日差しに参加者の熱気があわさり、暑い
熱いお祭りとなりました。
夕暮れになり、ランプシェードに明かりが灯る

と、辺りが一変。にぎわいのなかに趣がうまれ、
ゆらゆら幻想的なようすは、どこにもない高浜
市の自慢できる風景ですね！来年もお楽しみに！

11鬼あかり（ランプシェード）が照らす高浜港駅前のニコニコ鬼広
場は、いつもと違う姿に。12人気キャラクターをモチーフにしたも
のの前では、子どもたちがこぞって記念撮影13自分のものを見つ
けられたかな？子どもたちの手作りランプシェードを家族で探す
姿をあちこちで見かけました。

❶

❷ ❸

❼ ❽

❾ 10

11 12 13

❶

❷ ❸ ❻

❹ ❺

❻

❹ ❺ ❼ ❽

❾ 10

11 12 13

とも

5広 報たかはま　H27.11.15

問合せ先　アシタのたかはま研究所（□市総合政策グループ内）　☎52－1111（内線332）

アシタのたかはま研究所からの研究レポート⑤
『アシタのたかはま研究所からの研究レポート』では、さまざまなデータから高浜市の現状や将来の姿に
ついてお伝えしていきます。

高浜市では「思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま」を目ざすまちの将来像として掲げ、市
民のみなさんといっしょになってまちづくりに取り組み、人と人とのつながりを育んでいます。
では、高浜市が培ってきた強み「大家族のつながり」はどうなっていくのでしょう。

平成27年度市民意識調査を分析した結果、「高浜市へ
の愛着」と「高浜市に住み続けたい」という意識が密接に
関係していることがわかりました。
では、「高浜市に愛着がある」人は、何が充実していれ
ば、日常に「心地よさ」を感じるのでしょうか。

≪愛着がある≫ ※全12項目
第１位　まちに犯罪などがなく安全であること
第２位　自分の体が健康であること

第４位　人と人とのつながりがあること

≪愛着がない≫
第１位　まちに犯罪などがなく安全であること
第２位　生活に余裕があること

第７位  人と人とのつながりがあること

≪アシタのたかはま研究所 研究レポートは、市公式ホームページで公開しています。≫
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高浜市の強み！「大家族たかはま」を取り巻く環境
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※平成27年5月 総務省 情報通信政策研究所「平成26年 情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」より
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会話は、対面から仮想空間へ。スマートフォンやＳＮＳの利用率は、20代で90％以上、
50代でも2人に1人は利用しており、利用率は年々増加傾向にある。

町内会の平均加入率は、9年間で約6％の低下（世帯増加率が高いほど加入率が低くな
る）。20年後のまち協の活動の中心は？次なるまちづくりの担い手確保が急務。

居住年数が長いほど地域活動への参加意識や地域への愛着は高まる。転入・転出の
約6割を占める20～39歳のまちづくりへの意識の高まりが今後は必要不可欠。
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